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第 I章 遺跡の概要と調査経過

1.遺跡の立地

十王堂坂の上遺跡は;長野県上伊那郡飯島町大字本郷 1,799番地の 1に所在する。

遺跡は,天竜川の河岸段丘上に位置し,南側の十三堂沢川,北側の沢によりできた舌状台地上にある。

遺跡に至るには,国鉄飯田線伊那本郷駅で下車 し南東に約 500mほ ど歩いたところである。

2.歴史的環境 と調査経過

遺跡は,縄文時代の遺跡の多い本郷地区のほぼ中央に位置している。

遺跡の西側には,丸山遺跡,原林遺跡,堤ノ窪遺跡,中山遺跡等の縄文時代中期の大集落跡が十王堂沢

川をはさんで分布している。また南側には飯島城跡 (鎌倉～室町時代),寺平遺跡(中世・梵鐘鋳造跡)

があり,遺跡の東側の段丘下には,中原遺跡,南羽場遺跡 (縄文～中世)等の遺跡が分布 している。

当該遺跡は,昭和56年度の県営ほ場整備事業の施行区域のため,南信土地改良事務所から調査の依頼が

あり,飯島町遺跡調査会では調査団を編成 し実施した。

調査は,調査地区が広いため,ブル トーザーにより表土 (耕作土)を剥いだうえで 2m四方のグリット

を設定し行なった。

遺物で主要なものは,平面図に出土点,出土高を記録 した。

住居址の調査は,出土遺物を土層ごとに出土地点,出土高を記録したうえで覆土を取り除いた。

第 1図 位置図 (1:100,000)
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第Ⅱ章  遺  構

今回の調査で,A地区より縄文時代中期の住居址 6箇所,土拡31箇所,

址 7箇所,土拡75箇所が確認された。

B地区より縄文時代中期の住居
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マ

＼

＼

＼

＼ ５。

↓●

第 3図 遺構配置図 (1:600)
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1.住居址

Al号住居址

A地区西側より発見された円形

を呈する大形の住居址である。北

側壁は破壊 されたため不明であ

る。東西直径 5.5mを 計る。床は

ローム層を掘り込んで造られてお

り,平坦で柔らかい。床面の南半

分には大小の柱穴等が多くみられ

るがJL倶Jは水路跡があり, 破壊が

著しい。炉址は確認されず,焼土

もみられない。

遺物の出土は比較的少ない。

/

第 4図  Al号 住居址 (1:80)

Al号住居址
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A2号住居址

A地区中央やや南側より発見され

た楕円形を呈する住居址である。長

径 5.4m,短径 4.5mを 計る。床は

ローム層を掘り込んで造られており,

凹凸がみ られ柔 らかい。 住穴は

Pl～ P9でいずれも比較的深い。炉址

は住居址のほぼ中央に位置し,小規

模な石を組み合わせて造 られてお

り,炉址付近の床面には焼土がみら

れる。炉址の南面にはピットがみら

れ,土器が据えられていた。

遺物は,覆土上層より床面まで非

常に多い。

第 5図  A2号 住居址 (1:60)

多
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A3号住居址

A地区の南側,A2号 住居址に

隣接している。直径 4.5mの 円形

に近い住居址である。床はローム

層を掘り込んで造られており平担

で柔らかい。壁は上部を削り取ら

れており,僅かにのこっている。

柱穴は Pl～ P8があり主柱穴は P4

P6,P8,と 思われる。炉址は中央

やや東側に位置し小規模の石囲炉

である。炉址付近には焼土がみら

れる。

遺物の出土は,覆土下層より床

面まで多い。

第 6図  A3号 住居址 (1:60)
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A4号住居址

A地区の北側より発見された楕円

形を呈する小形の住居址である。長

径 3.6m,短径 3.2mを計る。床は

ローム層を掘り込んで造 られてお

り,平坦で各所に焼土がみられる。

壁は水田により上部を削り取られて

おり,僅かに残 っているだけであ

る。柱穴は, Pl～ P4で主柱穴と思わ

れる。炉址は住居址のほぼ中央に

1.lm× 0。 8mの楕円形の堅穴で,

内部北寄りには土器が据えられてい

る。

遺物は覆土,床面とも比較的少な

い 。

第 7図  A4号 住居址 (1:60)
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A5号住居址

A地区中央東側より発見された楕円形を

呈する住居址である。長径 4。 lm,短形 3.6

mを計る。床はローム層を掘り込んで造ら

れており平坦で硬い。柱穴は Pl～ P7で主柱

穴は1, ら, 民, P7と 思われる。炉址は確

認されなかったが,床面中央西側に集石が

みられ,炉址と何んらかの関係があると思

われる。焼土はみられない。

遺物は覆土,床面とも多い。

鋸
由
%3

第 8図  A5号 住居址 (1:60)
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A6号住居址

A地区東端より発見された住居址である。住居址東半

分が未調査のため,全容がつかめないが大形の円形を呈

する住居址と思われる。床はローム層を掘り込んで造ら

れており,平坦で柔らかい。ピットは Pl～ P5で柱穴は明

らかでない。炉址は調査範囲では確認されなかった。

遺物の出土は少ない。

第 9図  A6号 住居址 (1:60)
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P6 A6号 住居址
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Bl号住居址

B地区中央北側に位置する直径

4.6～ 4.7mの 円形を呈する住居

址である。床は口‐ム層を堀り込

んで造られており,壁は開田当時

に住居址上部を破壊されたため僅

かに残っているだけである。床は

平担であり踏み固められており焼

土が各所にみられる。柱穴はPl～

P8があり主柱穴は明らかでない。

炉址は中央に位置しており,小規

模な自然石を組み合わせた石囲炉

である。

遺物は住居址覆土,床面とも多

い 。

第 10図 Bl号 住居址 (1:60)

P7 Bl号 住居址
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B3号住居址

B地区のほぼ中央に位置する長径

3.7m,短径 3.3mの楕円形を呈する

住居址である。床はローム層を掘り

込んで造られており,凸凹があり,

各所に焼土がみられる。壁は開田当

時に上部が破壊されたため,僅かに

残っているだけである。柱穴はPl～

P7があり主柱穴は明らかでない。炉

址は中央付近には見当らないが,南

西部に土器片を敷きつめ,その上に

扁平な石を置いた遺構がみられるた

め,こ れが炉址として使用されたこ

とも考えられる。

遺物は,覆土下層,床面とも多く

出土している。 第 11図  B3号 住居址 (1:60)

Pζ
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B4号住居址

B地区中央南側に位置する長径 3m,短径 2.7mの楕

円形を呈する住居址である。床は
ローム層を掘り込んで

造られており,壁は開田により大部分を削り取られてい

る。床面は平担で,比較的かたく,東側に傾斜がみられ

る。炉址は,は つきりしないが,中央西側に50cm前後の

浅い窪みがあり,焼石がみられることから炉址として使

用されたのではないかと思われる。柱穴は 1箇所確認さ

れたのみで他は不明である。

遺物は住居址覆土,住居址付近とも多い。

ヽヽ

」
Ｌ
り
／

‐

―

―

―

第 12図  B4号 住居l■ (1:60)

び
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B5号住居址

B地区中央西側より確認された。

住居址は南側半分が破壊されたため

形状は明らかでないが,恐 らく直径

5m～ 5m50cm前後の円形,楕円形

を呈する住居址と思われる。床はロ

ーム層を掘り込んで造られており,

北側の壁も下部が残されているのみ

である。床はかたいが凹凸がみられ

る。炉址は住居址のほぼ中央付近に

みられ,自 然石を利用 した石囲炉で

ある。また炉址の南側には炉に利用

されたと思われる大形の自然石がみ

られる。柱穴はPl～ Pllが み られる

がいずれも大形で深い。主柱穴は明

らかでない。また住居址南側には大

01

B5

形の掘り込み(P6)がみられるが,住居址に関連したものか否かは不明である。

遺物は住居址覆土,床面付近とも多い。

一一一一・一・一・Ｔ
一・・
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B6号住居址

B地区,調査地区南端に確認

された長径 4m50cm,短径 4m

locmの楕円形を呈する住居址で

ある。床はローム層を掘り込ん

で造られており,平坦でかたい。

壁は住居址全体にしっかりして

おり,ゆ るやかな傾斜となって

いる。炉址は住居址のほぼ中央

付近にみられ, 4個の小形の自

然石を組み合わせたものである。

焼土は炉址内部だけでなく,住

居址床面の各所にみられる。柱

穴はPl～ P8が確認されたが,柱

穴の大きさ,深さよりみて,主

柱穴はPl,P2,P3,P7の 4箇所と

思われる。住居址の北側には住

居址の一部を欠く形で大形の土

拡がみられるが住居址とは直接

関連がないものと考えられる。

遺物は覆土,床面とも多い。

第 14図  B6号 住居址 (1:60)
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B7号址

B調査地区南端に位置す

る。遺構は 4分の 1程度の

調査にとどまる。底部はロ

ーム層を掘り込んで造られ

ており,平坦でやわらかい。

底部からは炉址,柱穴,焼

土等検出されず,住居址と

なりうるか疑間である。

覆土より遺物の出土は少

ない。

____ゴ ～

第 15図  B7号 址 (1:60)
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B2号住居址

B地区中央北側に位置する直径 3.5mの 円

形を呈する住居址である。住居址は開田
によ

り大部分破壊され,壁 も僅かにのこされてい

るのみである。床は平坦で柔らかい。床面中

央付近は窪み,焼土がみられ炉址と考えられ

る。,住穴はPl～ P3がみられる。

遺物は住居址床面より多い。

θ
∩
）
焼

２

２０ｐ
ｌ
＼

第 16図  B2号 住居址 (1:60)

2。 土 鉱

(A地区)

A地区より31個の土拡が検出された。土拡は20cm～80cmの 円形,楕円形を呈する。土拡の分布はA2,

A3,A5,A6号住居址の南側に集中してみられ,Al,A4号 住居址付近,調査地区北側には少なかった。

遺物の出土は全体的に少ない。

(B地区)

B地区からは75個の土鉱が検出された。土拡は調査地区全域に分布
:し ,大きさ,形態ともまちまちであ

る。土拡は,円形,楕円形のものが多く規模もB P13,38,41,66,67の ように2m～ 3mの大形で深い

ものもみられる。

遺物の出土は土拡覆土,付近とも多くB P12,16,28,38,41,42,52,55,64966,68か らは復元可

能土器が出土した。また石器の出土は比較的少なく,16個の土拡より石器;黒曜石片が出土した。

BP 66は B6号住居址に隣接した南北に長い楕円形の土拡である。土拡は南側が深く,覆土からは多量

の焼土と約10個体の土器が出土した。

-17=一



B地 区 土 鉱 一 覧 表

3.その他

(1)集 '石

B調査地区中央南側に集石がみられる。集石は黒褐色土層に10～ 30clllの 自然石を数個ないし十数個まと

めたものである。

集石内からの遺物の出土は少ない。

番号 形 状 土 鉱 の 状 況 遺 物 出 土 状 況 番号 形 状 土 鉱 の 状 況 遺 物 出 土 状 況

Bl

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

円 形

楕円形

楕円形

円 形

円 形

円 形

円 形

円 形

円 形

円 形

半円形

楕円形

不整形

楕円形

不整形

方 形

円 形

双円形

楕円形

円 形

円 形

円 形

楕円形

円 形

楕円形

円 形

楕円形

楕円形

円 形

円 形

円 形

楕円形

円 形

不整形

円 形

円 形

楕円形

円 形

柱穴状の深いピット

柱穴状の深い比較的大きなピッ

大形で,断面が二段

浅い

浅く小形

浅い,覆土内自然石

浅い

大形で浅い

底部すり鉢形

底部複雑,大形

底部すり鉢形

底部複雑

底部複雑

深い

底部複雑

浅い

底部北側が深,い

浅い

大形

大形

小形で浅い

浅い,底部複雑,焼石あり

小形

浅い

底部複雑

断面二段,底部複雑

大形で深い        “
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第Ⅲ章 一退 物

1。 土器                                   1

第17図 1:2は竹管文土器, 3は口縁部帯に縄文を施した勝坂Ⅱ式系の土器。 4は粘土紐を貼付した曽

利 I式の鉢形土器。 5～ 10は連続爪形文が主体の勝坂Ⅱ式併行の土器。11・ 12014015は 回縁部華来帯
で

頭部に竹管文を施した勝坂Ⅱ～Ⅲ式系の土器。13は深鉢形
の勝坂Ⅱ式土器,16は連続爪形文の勝坂Ⅱ式の

深鉢形土器。17は無文に近い深鉢形土器の底部,18～ 20は平出 3A式に比定される土器。:23・ 24は連続爪

形文の藤内正式に比定される土器。25は 曽利 I式に類似する土器と思われる。28は連続爪形文
の深鉢形土

器で勝坂Ⅱ式。29は半割竹管文の土器である。31～ 35は メ
ンコと呼ばれる土製品である。36は無文碗形土

器,37は勝坂 I式の沈線文土器。第18図 40は連続爪形文藤内正式と思われる土器,44・ 45は半割竹管文や

連続爪形文の中期初頭形式土器。47は渦巻文や連続爪形文の藤内正式に比定される土器。48は竹管文爪形

文が施された中期初頭の土器。50～ 53は隆帯に爪形文や竹管文が施された藤内系の土器と思われる。54は

井戸尻 I式に併行すると考えられる土器。55は 曽利、Ⅲ式に比定されると思われる土器。58は渦巻文や沈線

による楕円区画文内に結節縄文が施された曽利Ⅲ式土器。59は連続爪型文と竹管文が施された中期初頭形

式土器。60は曽利Ⅱ～Ⅲ式土器。64は連続刺突文が施された縄文中期初頭のものと考えられる。第19図65

66・ 68～ 74・ 77は沈線による楕円区画文や渦巻文等の深鉢形土器で縄文中期曽利Ⅲ式に比定されるもの,

75は浅鉢曽利Ⅱ～Ⅲ式と思われる。76は縄文地に円形文様の東京都楢原遺跡出土の土器に類似している勝

坂Ⅱ式土器。78は 口縁部に刺突文や連続爪形文がめぐり,胴部に粘土紐による抽象的な文様のある中期中

葉の深鉢形土器,79は頸部に刺突文と結節縄文が付された曽利系の甕形土器。第20図80は ワラビ手文が付

された藤内 I式土器。81は連続爪形文や三角文が施された藤内 I式土器。82は無文の藤内正式と考えられ

る深鉢形土器。83～ 85は勝坂 正式併行土器ι86は底部に遮ゝ くらみをもつ勝坂Ⅱ式に比定される土器。87は

ワラビ手文が付された新道式に比定される土器。88は頸部の隆帯に連続指圧痕を付 した土器。89は地文が

縄文で楕円形の区画文内に結節縄文が施された曽利Ⅱ～Ⅲ式土器で吊り手部分が欠けている。90は無文深

鉢形土器で,曽利Ⅱ～Ⅲ式土器と思われる。91は ,胴部に楕円形の区画がもうけられ中に結節縄文のみら

れる曽利Ⅱ～Ⅲ式の土器である。
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2。 石 器

今回の調査で合計 523個の石器が出土した。内訳は完形品 217個 ,欠損品 306個である。石器の種類 ,

遺構別の内訳は一覧表のとおりである。最も出土数の多い石器は打製石斧で,ついで横刃形石器,黒曜石

片,石錘とつづいており,石皿,凹石,石棒, ドリル,ス クレーパー等の出土は少なかった。特に石錘は

町内の遺跡の中では著しく多く,注目される。住居址別ではA2号住居址からの石器の出土が特に多く,A

5号,B3号 住居址からの石器の出土は少ない。土拡からの石器の出土は少なく打製石斧,横刃形石器が

主である。

3。 その他

(1)土製品

曖)人 骨

調査地区内より5個の円盤型土製品 (メ ンコ)が出土した。

B3号住居址内の土拡より人骨 1個体分出土した。人骨については現在信州大学において

調査中である。

石 器 一 覧 表 ※ (  )は完形品内数

構
号
遺
番
打製
石斧
磨製
石斧
石匙 石錘 石鏃 磨石

形
器
刃横
石 石皿 凹石

スクレ
ー パ ー

ドリル 石棒
黒曜
石片
その他

Al住 2(1)

A2住 24101 5(1) 121121 2(2) 4(2) 21110

A3住 7(4)

A4住 4(1)
A5住
A6住 3(3)

A表採 551111 7(2) 121121 5(2) 15任 21 32

Bl住
B2住 2(2)

B3住
B4住 4(1)
B5住 10(5)

B6住 6{3)
B7住
集 石 6(2) 4(2) 3(2)

BP4
BP7
B P13
B P20
B P29
B P35
B P36
B P38
B P39
B P41
B P52 2{1)

B P60
B P64
B P65 2(1)
B P66
B P67
B表採 421101 21(4) 5(4) 24021 4(2) 12(8) 6(3)

合 計 1791531 41(9) 201111 591561 171131 17101 891571 2(2)
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第 17図  土器実測図 (1:2)
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第18図 土器実測図 (1:2)
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第 19図  土器実測図 (1:4)
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第21図 石器実測図
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第23図 石器実測図 (1:3)
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第24図 石器実測図 (1:3)
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ま と め

今回の調査によって得 られた考古学上の成果は,予想以上のものがあった。ここではそのなかの特に主

要と思われる203の点について述べ,ま とめとしたい。

調査の内容については前章で述べてあるので省略する。

1.本遺跡のおかれている自然的環境について述べるとり十王堂坂の上遺跡は天竜川の右岸段丘上にあ

り,標高 630～ 638mの間に分布 している。この台地は東側に向って 1° 40〃 ぐらいの傾斜をなし,遺跡は

舌状面に立地する。天竜川の面より数えて 3段目の河成段丘にあたり,遺跡の南は本郷の集落の西方に源

を発する十王堂沢川が流れ,北側の凹地とに挟まれた台地にあり,縄文時代の人々の生活には恵まれた環

境であったと思われる。十王堂坂の上遺跡は東西約 200m,南北 100mの範囲にわたっている遺跡と推定

される。今回の調査は,住宅地に続 く山林や畑地等の除外地を除いた箇所の発掘調査を実施したが,遺跡

の主要部分は,除外区域にあるのではないかと思われる。

2.十王堂坂の上遺跡における集落の在り方は,今回の調査だけでは明らかにすることはできないが ,

調査の過程から東の地区をA地区とし,西の地区をB地区として調査を行った。その結果としてA地区か

らは縄文中期の住居址 6軒 と土拡31基が検出された。B地区からは縄文中期の住居址 7軒と土鉱75基が検

出された。これらの遺構の分布状態からすると,A地区では遺構が更に東側にのびていたと思われるが,

開田の折破壊されたものと考えられる。北側は凹地周辺に達 しているので,範囲は今回調査したあたりま

でと思われる。南側は畑地と山林になっているが,畑地には遺物が多いので集落は南にのびているものと

思われる。B地区では北側にのびていると考えて調査を行なったが,水田造成時点に破壊されてしまった

のか遺構の検出はなかった。西側はやや高くなっていて今回調査ができなかったが恐らく西側にも遺構は

続いているのではないかと思われる。南側は急傾斜になっているので,住居址の存在については問題がある。

が住居址以外の遺構の存在は考えられる。東側は山林と住宅のため調査はできなかった。このことから十

王堂坂の上遺跡の集落の範囲は今回調査した地域より南に広がっていることは確かである。また住居址や

住居址以外の遺構も恐らく相当数に達するものと予想される。

3。 集落の存在 した時期であるが,遺物を整理 した段階では縄文中期初頭型式である梨久保期の要素を

もつ土器をはじめとして勝坂Ⅱ式 (藤内 I式)か ら丼戸尻期が中核をなしている遺跡である。それに縄文

中期後葉の曽利Ⅱ～Ⅲ式期がわずかではあるが認められる遺跡である。伊那谷においては,縄文中期初頭

の遺跡は数少ないところから貴重な遺跡の一つとして注目されるものと考えられる。

出土 した遺物は飯島町教育委員会が陣嶺館に保管してある。             
ノ

最後に十王堂坂の上遺跡の調査に参加された皆様に心からお礼を申し上げる次第であります。

(調査団長 友野良一)

第Ⅳ章

-30-



調査風景

碧 |

Al号住居址出土 B5号 住居址出土

B P 28出土 B P 38出土

||111111:||11111111111111111111::|||||||111:|:|

B P 68出土 B P 68出土

P13 調査風景 ,集石,出土土器
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A2住

A2住

B4住

P14 出土土器
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BP64

t11■■■参

BP 66

P15 出土土器
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